
金沢国際がん生物学シンポジウム＆アカデミア創薬シンポジウムを開催 

2014年１月24日 

 

1月23日（木）～24日（金）の両日、金沢エクセルホテル東急において、金沢大学のみならず北陸におけるがんの基礎的

ならびに臨床的研究の一層の発展を図ることを目的とし、毎年、金沢国際がん生物学研究会及びがん進展制御研究所が

主催となって行っている「金沢国際がん生物学シンポジウム」を開催しました。 

今回のシンポジウムは、金沢大学重点戦略経費による「アカデミア創薬シンポジウム」との共同開催であり、米国、オラ

ンダ、韓国を含む国内外のがん研究領域をリードする研究者をシンポジストとして迎え、2日間で延べ348人（1日目：175人 

2日目：173人）が参加し、『がん代謝、ビッグデータ、がん創薬』をテーマに先端的ながん研究に関する最新の研究成果報

告と、活発な質疑応答や意見交換が行われました。 

シンポジウムでは、オランダ国立がん研究所のPeeper博士には、がん遺伝子の活性化による発がんに細胞が拮抗する

機構と悪性黒色腫の治療法について最新の知見をご講演いただきました。また、がん分子標的薬の成功例であり、抗が

ん剤開発の新たな時代につながるグリベックを発見し、医学の発展に多大な貢献をされた米国のLydon博士は、特別講演

にてグリベック発見の歴史、キナーゼ阻害剤開発の新戦略についてホットな講演をされました。 

なお、本シンポジウムは大学院医学系研究科及び医薬保健学総合研究科の授業科目として認定されており、同研究科

の大学院生も２日間で延べ1１6人（1日目：59人 2日目：57人）が参加した他、学外からの若手研究者参加者も多く、研究

者間の交流を深めることが出来ました。さらに、ポスターセッションにおいては、積極的に発表者に質問する光景が見られ

る等、参加者全員が最新のがん研究に対して理解を深める絶好の機会となりました。 

 

●１日目（１月２３日・木） 

特別講    

 

 

   

シンポジウム会場玄関 開会挨拶：がん進展制御研究所 

大島 正伸 所長 

開会祝辞：中村 信一 金沢大学長 がん進展制御研究所 

髙橋 智聡 教授 



 

 

    

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

Seoul University,Korea 

Dr.Mi-Kyung Kim 

Netherlands Cancer Institute, Netherlands 

Dr.Daniel S.Peeper 

東北大学 

本橋 ほずみ 教授 

千葉大学 

田中 知明 准教授 

がん進展制御研究所 

源 利成 教授 
東京都医学総合研究所 

右田 敏郎 主任研究員 



 

 

 

 

●２日目（１月２４日・金） 

   

 

 

 

   

 

がん研究会がん研究所 

原 英二 部長 

がん進展制御研究所 

Awad Shamma 助教 

がん進展制御研究所 

星居 孝之 助教 

がん進展制御研究所 

丹下 正一朗 博士研究員 

がん進展制御研究所 

中田 飛鳥 助教 



 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

理 工 研 究 域 

佐藤 賢二 教授 

Universidade de São Paulo,Brazil 

Dr.Andre Fujita 

東京大学 

新井田 厚司 特任助教 

理化学研究所 

藤本 明洋 上級研究員 

九州大学 

山西 芳裕 准教授 

大阪大学 

鈴木 貴 教授 

http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=web&cd=1&sqi=2&ved=0CCcQFjAA&url=http%3A%2F%2Fwww5.usp.br%2F&ei=SmjnUq-5BIiWkgWwzoH4BA&usg=AFQjCNHeVMFr2WuftrQi0heR2GE0Ibpiug&bvm=bv.59930103,d.dGI


 

 

 

 

 

●特別講演：Dr.Nicholas B.Lydon（ブループリントメディスン社 創立者、取締役） 

        （2009 年 ラスカー医学研究賞受賞、2012 年日本国際賞受賞） 

 

 

 

     

 

がん進展制御研究所 

仲 一仁 准教授 

ポスターセッションの様子 



 

  

 

 

 

 

ベストポスター賞表彰 閉会挨拶：がん進展制御研究所 

大島 正伸 所長 

シンポジウム終了後にて 





金沢国際がん生物学シンポジウム＆アカデミア創薬シンポジウム

N. Lydon 博士
Japan Prize（日本国際賞）受賞
ラスカー賞受賞

Lydon博士は、がん分子標的薬

グリベックの発見により、医学史に

残る業績をあげられました。

日時

場所

2014年1月24日㈮ 15:45～
金沢エクセルホテル東急 参加費無料

Tel: 076-264-6702　Fax: 076-234-4527　Mail: y-kenkyo@adm.kanazawa-u.ac.jp
金沢大学がん進展制御研究所問い合わせ先

Targeting the human kinome: 
A rich source of targets for
cancer therapy
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